


編集後記

今回はUDCK副センター長の三牧浩也さん（平成 13年修了）です。

安川 千歌子
1 月の予定

12月 28日 -1 月 10日　ルンビニ PJ現地調査
1月 11日　2010年度第 13回研究室会議＠ 8階会議室
1月 13日　2010年度第 14回研究室会議＠ 144講義室
1月 24日　2010年度第 15回研究室会議＠ 8階会議室

本年もマガジンのご愛読とご協力、ありがとうございました。野原先生中島先
生研究室訪問、宮下公園の見学など、たびたびあるマガジン編集部企画ですが、
来年は何をしようかといろいろ妄想してはわくわくしています。企画提案、参
加希望等ございましたら、お近くのマガジン編集部スタッフまで是非お願いし
ます。来年も都市デザイン研マガジンをよろしくお願い致します！
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プロジェクト報告
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ワークショップの冬
Workshops in winter.

▲ 地元の若手の方々とのWS ▲ 議論の後、住民の方による発表

て 1：1500 の模型と 27 枚のアイデアカードを制作し、これ
までの調査結果のまとめとして水路網のマップと連続立面図等
を作成しました。
　出発のぎりぎりまでWSの準備に追われていましたが、その
甲斐あって議論は多いに盛り上がり、非常に有意義なWSにな
りました。「鉄は熱いうちに打て」ということで、次のステップ
を見据えて、きっちりまとめていきたいと思います。

　スライドにより実験を振り返った後は、3つのチームに分か
れワークショップ開始。社会実験を受け、「地域資源の活用」「観
光マネジメント」「空家空き店舗活用」について話し合いました。
短時間でしたが、町の方々各人が何を考えているかが垣間見え
た良い機会となりました。ワークショップ後には宴会が深夜ま
で続き、いつもの足助訪問とはひと味違う濃密な時間を過ごせ
ました。今後は年度末のまとめに向けて、邁進して行きます！

調査・社会実験をふまえた住民の方々とのやりとり。
熱のこもった議論に改めて刺激を受け、
各 PJは年度末に向けて一直線です！

連載企画
日本全国OB・OGめぐり　第 7弾！

今回はUDCK副センター長の三牧浩也さん（平成 13年修了）です。今回はUDCK副センター長の三牧浩也さん（平成 13年修了）です。

Lab's OB,OG tour all over Japan vol.7 !

This time is Mr.Hiroya Mimaki who is the deputy head of UDCK.

▲ 11 月の環境フォーラム 2010の様子▲ ９月に移転したUDCK新施設

三牧 浩也さん（千葉県）

　この 4月にＵＤＣＫに席を構えて早半年。何よりも実感してい
るのは、北沢先生が作られたこの不思議なハコが持つ「包容力」
の大きさです。ＵＤＣＫを取り巻く公民学それぞれの主体から、
立場を超えて出てくる様々な企画や要望をＵＤＣＫが受けとめ、
スタッフを中心に関係者を巻き込みながら、イベントや実証実験、
参加型プログラムなどの取り組みが生まれ、育っていていく、こ
のサイクルこそ、ＵＤＣＫに込められた意味なのだろうと感じま
す。そのベースにあるのは、施設の包容力であり、組織の包容力
であり、人の包容力。これを維持するのは、なかなかの難題です。
　私は、都市デザイン研を出て 10年、都市コンサルでいくつか
の開発プロジェクトや国の制度検討などに携わってきましたが、
ＵＤＣＫの環境は、これまでと比べても刺激的で、また人のつな
がりのなかで仕事をするアーバンデザインの醍醐味があります。
常に主体であり第三者でもないといけないので、ときに自分が何
者かわからなくなるのが悩みですが…。
　皆さんご存知（？）のとおり、ＵＤＣＫは 9月にＴＸを挟んだ
反対側に装い新たに移転オープンしました。是非、新しい施設の
見学も含め、柏の葉にいらしてください。

　12 月 4 日から 6 日にかけて、
WSと補足調査をかねて岐阜県高
山市荘川町一色惣則集落へ現地調
査に行ってきました。今回のWS
のメインテーマは、集落の資源を
活かし（守り）ながら、住み続け
ていくためには何をしたら良いの
か、を住民の方々から引き出すこ
とでした。そのためのツールとし

　12 月 8 日（水）、11 月の社会
実験「あすけうちめぐり」を協同
開催した地元の方々からなる組織
「まちづくり部会」と、うちめぐ
り反省会を開催しました。当日は
オブザーバーとして市の方々や地
元で活動されている方々もお招き
し、足助にある蕎麦屋さんを貸し
切って行いました。

Here !


